


広報「おの」　2011.3 3 広報「おの」　2011.3 2

お
の
新
聞

お
の
新
聞

２０１１年（平成２３年）
３月号

特集紙面

特集1

234
5

2011.3　広報おの新聞2011.3　広報おの新聞

広
報

2月 7日、4期目の初登庁（庁舎玄関で） 市
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

20
年
、
30
年
先
を
見
据
え
た

新
た
な
未
来
へ
の
挑
戦

市
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

3
期
12
年
間
の
取
り
組
み

7
つ
の
重
点
政
策

　
こ
の
た
び
市
民
の
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご

支
持
と
負
託
を
賜
り
、
４
期
目
の
市
政
を
担

う
栄
誉
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め

て
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
振
り
返
り
ま
す
と
、
あ
の
未
曾
有
の
大
混

乱
か
ら
立
ち
上
が
る
べ
く
、「
市
政
に
民
間
の

感
覚
と
感
性
を
」
と
の
思
い
で
、
市
長
選
挙

に
立
候
補
し
た
の
が
１２
年
前
で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
時
、「
太
陽
は
夜
が
明
け
る
の
を
待
っ

て
昇
る
の
で
は
な
い
。
太
陽
が
昇
る
か
ら
夜

が
明
け
る
の
だ
」
と
い
う
教
育
の
先
達
、
東

井
義
雄
先
生
の
こ
と
ば
を
引
用
し
て
、「
太
陽

と
は
そ
れ
す
な
わ
ち
市
民
で
あ
る
」、「
市
長

独
り
が
力
ん
で
み
て
も
小
野
市
の
夜
明
け
は

来
な
い
。
市
民
と
共
に
、
意
識
改
革
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
く
、
そ
れ
が
小
野
市
の
新
し

い
出
発
で
あ
る
」
と
訴
え
た
こ
と
を
鮮
明
に

覚
え
て
お
り
ま
す
。

　
市
長
就
任
以
来
、
私
は
「
市
役
所
は
市
内

最
大
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
拠
点
」
と
位
置
付

け
、
「
行
政
も
経
営
」
で
あ
る
と
捉
え
、

「
よ
り
高
度
で
、
よ
り
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス

を
、
い
か
に
低
コ
ス
ト
で
提
供
す
る
か
」
を

追
及
し
、
ま
さ
に
「
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
の
発
想
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
」
と
い
う
、
そ
の
一
貫
し

た
理
念
で
、
①
市
民
＝
顧
客
と
捉
え
た
「
顧

客
満
足
度
志
向
」
、
②
何
を
や
っ
て
い
る
の

か
で
は
な
く
、
何
を
も
た
ら
し
た
か
を
問
う

「
成
果
主
義
」
、
③
こ
こ
し
か
な
い
小
野
ら

し
さ
を
追
及
す
る
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
、
④

言
わ
れ
て
か
ら
や
る
の
で
は
な
く
、
言
わ
れ

る
前
に
や
る
「
後
手
か
ら
先
手
管
理
」
へ
の

転
換
と
い
う
４
つ
の
柱
を
基
軸
に
「
行
政
経

営
」
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
１２
年
間
、
時
代
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変

化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
地
方
自
治
体
に
お

い
て
も
三
位
一
体
改
革
を
契
機
と
し
て
、
地

方
の
自
己
実
現
、
自
己
責
任
の
時
代
へ
突
入

し
ま
し
た
。そ
し
て
、自
治
体
間
格
差
が
生
じ
、

厳
し
さ
を
増
す
財
政
事
情
の
中
で
破
綻
す
る

自
治
体
も
現
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
こ
ん
な

は
ず
で
は
な
か
っ
た
２１
世
紀
」
を
迎
え
て
い

る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
大
事
な
こ
と
は
、
物
事
を
ネ
ガ

テ
ィ
ブ（
消
極
的
）で
は
な
く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ（
積

極
的
）
に
、
す
な
わ
ち
前
向
き
に
捉
え
て
行

動
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
行
動
指
針

は
、「
い
、ろ
、は
」
で
あ
り
ま
す
。「
い
」
は
、「
意

識
改
革
な
く
し
て
行
動
な
し
」。「
ろ
」
は
、「
論

ず
る
よ
り
行
動
」。「
は
」
は
、「
反
省
な
く
し

て
改
善
な
し
」。
中
で
も
特
に
重
要
な
の
が
、

「
ろ
」の
〝
論
ず
る
よ
り
行
動
〞
で
あ
り
ま
す
。

環
境
問
題
し
か
り
、
経
済
問
題
し
か
り
、
行

財
政
改
革
し
か
り
。
や
は
り
見
え
る
成
果
を

し
っ
か
り
と
出
そ
う
と
す
る
強
い
意
志
と
、

素
早
い
行
動
力
が
絶
え
ず
求
め
ら
れ
て
い
る

わ
け
で
あ
り
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ

る
の
は
、
物
事
の
本
質
を
見
抜
く「
洞
察
力
」、

新
し
い
価
値
観
を
生
み
出
す「
構
想
力
」、
そ

し
て
実
行
す
る
た
め
の「
決
断
力
」
で
あ
り

ま
す
。

　
厳
し
い
時
代
に
勝
ち
残
る
た
め
に
、
失
敗

を
お
そ
れ
ず
、
前
に
進
む
、
行
動
あ
る
の
み

で
あ
り
ま
す
。
私
自
身
も
目
標
に
対
し
て
強

い
意
志
を
持
っ
て
、
気
持
ち
を
新
た
に
、
小

野
市
の
「
更
な
る
創
造
と
変
革
」
へ
向
け
て
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
で
は
な
く
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
シ
ン

キ
ン
グ
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

基
本
理
念
は
「
行
政
も
経
営
」

更
な
る
創
造
と
変
革

激
動
す
る
社
会
経
済
情
勢

市
長
4
期
目
の
抱
負

見
え
る
形
の
成
果

7
つ
の
重
点
政
策

新たな未来への挑戦
　
こ
れ
ま
で
の
３
期
１２
年
間
は
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
と
市

民
の
暮
ら
し
に
重
点
を
お
い
た
施
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今

後
も
こ
れ
ら
は
継
続
す
る
と
と
も
に
２０
年
３０
年
後
を
見
据
え
た
、

小
野
市
の
礎
を
築
く
た
め
、「
７
つ
の
重
点
政
策
」
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

「
地
域
医
療
」の
確
保

　
小
野
市
と
三
木
市
の
統
合
病
院
「
北
播

磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
」
を
完
成
さ
せ
、

そ
の
運
営
を
軌
道
に
乗
せ
ま
す
。
今
後
の

自
治
体
病
院
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
示

す
全
国
的
な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
取
り

組
み
で
、
公
立
病
院
が
互
い
の
利
害
を
超

え
て
、
地
域
医
療
を
ど
の
よ
う
に
再
構
築

す
る
か
と
い
う
壮
大
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
な

り
ま
す
。

「
教
育
環
境
」の
整
備

　
小
野
東
小
学
校
の
建
て
替
え
と
小
野
南

中
学
校
の
大
規
模
改
修
を
行
な
い
、
市
内

す
べ
て
の
学
校
で
子
ど
も
が
安
心
し
て
学

べ
る
教
育
環
境
を
整
え
ま
す
。

　
ま
た
、
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
、
特
別

支
援
学
校
、
幼
稚
園
に
空
調
設
備
を
設
置

し
ま
す
。

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」の
機
能

集
約

　
こ
れ
か
ら
の
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
た

め
、
福
祉
の
多
機
能
集
約
と
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
「
福
祉
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
公
民
館
な
ど
を
活
用
し
た
高
齢
者

の
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
都
市
機
能
」の
充
実

　
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
と
な
る
ホ
テ
ル

の
誘
致
と
都
市
機
能
に
不
可
欠
な
セ
レ
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
の
誘
致
に
継
続
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」の

拠
点
づ
く
り

　
Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
の
５
駅
や
神
戸
電
鉄
樫

山
駅
の
駅
舎
を
改
築
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
拠
点
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
地

域
住
民
の
方
が
主
体
と
な
っ
て
、
様
々
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
新
た

な
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
づ
く

り
」
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
小
野
警
察
署
」の
設
置

　
昨
年
、
県
警
本
部
長
の
諮
問
機
関
で
あ

る
「
警
察
署
の
在
り
方
懇
話
会
」
が
「
小

野
市
へ
の
警
察
署
新
設
を
検
討
す
べ
き
」

と
の
答
申
を
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
答

申
は
、
警
察
署
設
置
に
向
け
大
き
な
前
進

で
す
。
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
実
現
す
る
た
め
、
宿
願
で
あ
る
小
野
警

察
署
の
設
置
を
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い

き
ま
す
。

「
将
来
構
想
」と
し
て
の

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
跡
地
の
活
用
計
画

　
平
成
20
年
に
市
が
取
得
し
た
約
１
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
跡
地
を
、
小
野

市
発
展
の
資
産
と
し
て
有
効
に
活
用
す
る

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
そ
の
利

用
計
画
を
策
定
し
、
実
施
に
移
し
ま
す
。

小
野
市
の
未
来

予
報

老人福祉センター「みやま荘」を全面改築して福
祉総合支援センター（鉄筋コンクリート一部２階
建て）を整備＝平成２４年４月オープン予定

国道１７５号市場東交差点の北東付近
に、平成２５年１０月開設予定の北播磨総
合医療センター

更
な
る
創
造
と
変
革
へ

小
野
市
を
も
っ
と
変
え
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
市
長
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08 医療・健康
将来の地域医療を担う「北播磨総合医
療センター」の整備に着手

◆市長就任時に比べて１２人の医師を増員  
　するなど小野市民病院の医療体制を充 
　実。

◆いち早く全ての公共施設、学校、らん
　♡らんバスにAEDを設置。

10 賑わいづくり
観光客数は８０万人から２９０万人に増加

◆「ひまわりの丘公園」、「白雲谷温泉ゆぴ
　か」、「うるおい交流館エクラ」の整備、
　建設。（平成１４、１５、１６年度）

◆JR加古川線５駅や神戸電鉄樫山駅の駅
　舎とその周辺を整備。

◆西日本最大級の「桜づつみ回廊」の整備。

◆関西でも屈指のダンスイベントに変貌
　を遂げた「小野まつり」。

07 生活環境
北播磨で最も安い上下水道料金

◆最新の設備を備えた船木浄水場の整備。
　（平成２１年度）

◆水道水のペットボトル「安心しておの
　み～ず」を発売。

◆北播磨で唯一の住宅用太陽光発電補助
　制度を創設。（平成２２年度）

小野市が
大きく変わりました

05

03

子育て支援

高齢者・障がい者福祉

県内で唯一！中学３年生までの医療費完
全無料化

県内で最も低い要介護軽度認定率

行財政改革01
年間市税の約２.５倍にあたる約１８０億円の
経費節減

◆PDCA※のマネジメントサイクルを展
　開する「方針管理制度」の導入。
　（※P:Plan、D:Do、C:Check、A:Action）

◆入札制度改革で平均落札率は９０％台か
　ら７０％台へ（１２０億円の経費節減）。

◆職員数の削減と独自の期限付嘱託職員
　制度の導入、民間委託などにより県内
　最少の職員※で業務を遂行。
　（※人口１０万人以下の市）

◆北播磨小児科救急の拠点病院として小
　野市民病院に多数の小児科医を配置。
　院内学級も設置。

◆子育て支援の拠点施設「児童館チャイ
　コム」の建設。（平成１４年度）

◆「らん♡らんバス」の運行と、６５歳以上・
　小学生以下の運賃無料化を実施。

◆第２の成人式「エイジ・ルネサンス・パー
　ティ」を実施。（平成１２年度）

◆高齢化社会に対応したワンストップ　
　サービスを目指す「福祉総合支援セン
　ター」の建設に着手。

04 安全安心
刑法犯認知件数が半減

◆縦割り組織を見直し、安全安心業務を
　一元化した「市民安全部」の創設。
　（平成１６年度）

◆警察官OBによる８台体制の安全安心
　パトロールの実施。

◆全国初の「いじめ等防止条例」「いじめ
　等追放都市宣言」の制定。（平成１９年度）

教育06
学校教育関連予算は就任時の４倍に増額

◆約６０億円をかけた学校整備計画で、　
　市内小中学校の耐震化工事を完了。

◆脳科学研究の第一人者、東北大学川島
　隆太教授の脳科学理論に基づく小野市
　独自の教育を展開。

◆短歌、俳句、詩それぞれの分野の第一
　人者を選者に迎えた「小野市詩歌文学
　賞」の制定。（平成２１年度）

02 財政の状況
市民１人あたりの借金は、少ないほうか
ら県内２番、預金は多いほうから７番目
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09 社会資本整備
説明責任を果たしながら進めてきた道
路整備

◆各地区同一水準となるように数値目標
　を掲げ、整備した市道舗装率は７２％か
　ら９５％に向上。対象を生活道路にまで
　拡大。

◆トップセールスにより小野工業団地、
　小野流通等業務団地は１００％完売。

◆丸山、中町市営住宅の建て替えを実施。

◆黒川南、大島、王子南地区土地区画整
　理事業を実施。
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    3期 12年間の
　　　　主な取り組み
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特集2

　あ
お
陶
遊
館
ア
ル
テ
は
、
本
年
４
月
に
３
周
年

を
迎
え
ま
す
。

　オ
ー
プ
ン
よ
り
、子
ど
も
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
、

陶
芸
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し
て
幅
広
く
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　昨
年
末
ま
で
の
来
館
者
数
は
、
約
３
４
，
０
０

０
人
（
利
用
者
は
、
約
６
，
１
０
０
人
）。
３
か

月
教
室
、
短
期
教
室
、
一
日
体
験
コ
ー
ス
な
ど
豊

富
な
メ
ニ
ュ
ー
を
揃
え
る
こ
と
で
、
市
内
外
を
問

わ
ず
２０
歳
代
女
性
や
６０
歳
前
後
の
方
を
中
心
に
、

利
用
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

●開館時間
　日～木曜日9：00～ 17：00
　金・土曜日9：00～ 22：00
●休 館 日
　年末年始（12/29～ 1/3）
●受付時間
　午前：　9：00～ 11：00
　午後：13：00～ 15：00
　※金・土曜日の夜間の一日
　　体験は予約制
●所 在 地
　粟生町1816番地の 7
　JR加古川線・神戸電鉄
　栗生駅下車すぐ
●連 絡 先
　（☎667789）○

利
用
者
の
声
①

小
林
さ
ん
夫
妻
（
復
井
町
）

　知人が陶芸をしていて、手作りの抹茶碗でお茶をいた

だいた時に、陶芸をしてみたいと思い始めました。

　「広報おの」で陶遊館オープンと併せて陶芸教室の募集

が載っていたのを見て、夫婦共通の趣味を持とうと始め

たのがきっかけです。

　自分だけの手づくりのオリジナル作品ができること

や、釉薬の出具合が温度や土との関係で異なってくるた

め焼き上がりがいつも楽しみなのが魅力です。

利
用
者
の
声
②

岡
田
さ
ん
親
子
（
三
木
市
）

亀
地
さ
ん
親
子
（
大
島
町
）

田
中
さ
ん
親
子
（
三
木
市
）

藤
原
さ
ん
親
子
（
片
山
町
）

　市内在住の藤原さんが、幼稚園のお迎えまでの時間に、

友だちと絵付けの一日体験をし、子どもも一緒に体験で

きたらと思ったことがきっかけでした。

　作品が手元に届いたときは、焼いたことで小さくなっ

ていたので驚きました。

　親ひとり子ひとりの親子体験は楽しく、親子のコミュ

ニケーションにもなりますが、友だち同士、みんなでワ

イワイ作るのも楽しいです。これからも利用したいです。

一
日
体
験
コ
ー
ス

３
か
月
教
室

短
期
教
室

◆手びねりコース　  （600円）
手でこねて、手回しろくろなどを使
い、土を積み上げてつくるコース。

◆絵付けコース　　　　　（600円）
当館にあるマグカップ、湯呑、お皿
などに絵を描くコース。

◆ろくろコース　　　　　  （900円）
電動ろくろで作陶する本格的なコー
ス。初心者には、難易度が高めです
が、陶芸の醍醐味が味わえます。

◆親子体験コース （親子で 600円）
手びねりコースを親子で体験。
※日曜、祝日、夏休みなど限定

◆子どもコース　　　　　（300円）
５～１２歳が対象で、手びねりコース
を体験。

　週
１
回
、
３
か
月
間
コ
ー
ス
（
全
１２
回
）

の
教
室
で
、
陶
芸
の
基
礎
か
ら
学
べ
ま
す
。

春
期
（
４
〜
６
月
）、
秋
期
（
９
〜
11
月
）、

冬
期
（
１
〜
３
月
）
に
開
催
。

◆
初
心
者
コ
ー
ス

　

  （
７
，
０
０
０
円
）

◆
中
級
者
コ
ー
ス

　

  （
８
，
０
０
０
円
）

◆
ろ
く
ろ
コ
ー
ス
（
１
０
，
０
０
０
円
）

※市外の方は５割増し

　は
じ
め
て
の
方
で
も
気
軽
に
で
き
る
１
時
間

程
度
の
コ
ー
ス
で
す
。

　干
支
、
雛
人
形
と
い
っ
た
季
節
の
置
き

物
な
ど
が
、
１
〜
２
日
で
作
陶
で
き
ま
す
。

陶
芸
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
よ
。

※

市
外
の
方
は
５
割
増
し

「３周年記念イベント」開催

9：00～ 15：00

●１日体験者（先着１００人）に記念品プレゼント
●ろくろの無料体験（先着１００人）
●当館指導ボランティアの作品展示
●陶芸品の販売
●出展・販売（カレーライス・おでん・

　野菜・クッキー・ケーキなど）
※内容は変更することがあります。
※駐車場が少ないため、公共交通機関をご利用
　ください。

4/3（日）

当日は、スタンプラリー実施中！
（詳細は、８ページをご覧ください）

もうすぐ新婚さん
アルテへいらっしゃ～い！

　４月から新婚さん限定の陶芸体験教室
がスタートします。思い出深い記念の作
品を作ってみませんか。
　コップ、湯呑、お茶碗などの中からひ
とつ選び、２人分（２品）を作陶してい
ただけます。

新企画
!

●期間　４月１日～来年３月３１日

●料金　２人分（２品）１,０００円

※事前予約による申し込みが必要です。

広がる陶芸の世界
あお陶遊館アルテ
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小
野
中
学
校
新
校
舎
完
成
に
伴
い
、
現
校

舎
の
お
別
れ
一
般
公
開
を
実
施
し
ま
す
。

※

一
般
公
開
は
、
小
野
中
学
校
の
卒
業
生
や

関
係
者
の
方
の
み
と
し
ま
す
。

▼
日
時

　
３
月
２４
日
㈭
１４
時
か
ら
１７
時

▼
受
付

　
現
体
育
館
前
で
中
学
校
職
員
が
受

　
け
付
け
し
ま
す
。

▼
開
放
場
所

　
現
校
舎
の
校
長
室
お
よ
び
職

　
員
室
を
除
く
全
教
室
、
現
体
育
館
、
グ
ラ

　
ウ
ン
ド

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
小
野
中
学
校
（
☎

　
２

　
７
２
０
）

「
ふ
る
さ
と
の
味
グ
ル
メ
ツ
ア
ー
」

の
参
加
者
募
集

　
中
・
高
校
生
を
対
象
に
春
休
み
期
間
中
、

ら
ん
♡
ら
ん
バ
ス
の
運
賃
を
無
料
に
し
ま
す
。

　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
や
図
書
館
な
ど

の
公
共
施
設
や
駅
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
無
料
期
間

　
３
月
２５
日
㈮
か
ら
４
月
６
日

　
㈬
ま
で

▼
対
象

　
中
学
生
・
高
校
生

※

ら
ん
♡
ら
ん
バ
ス
降
車
時
に
運
転
手
に
生
徒

　
手
帳
を
お
見
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
交
通
政
策
グ
ル
ー
プ

　

　
（
☎

　
１
４
０
４
）

ら
ん
♡
ら
ん
バ
ス
お
得
情
報

春
休
み
期
間
限
定

中
・
高
校
生
の
運
賃
を
無
料
に
！

　
市
内
在
住
の
方
を
対
象
に
、
小
型
デ
マ
ン

ド
バ
ス
で
行
く
「
ふ
る
さ
と
の
味
グ
ル
メ
ツ

ア
ー
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
小
野
産
小
麦
ふ
く
ほ
の
香
を
使
用
し
、
自

分
で
打
っ
た
う
ど
ん
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▼
日
時

　
３
月
２３
日
㈬
１０
時
か
ら
１２
時
３０
分

▼
行
き
先

　
太
閤
の
渡
し
（
Ｊ
Ｒ
加
古
川
線

　
河
合
西
駅
前
）

▼
募
集
人
数

　
８
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
料

　
一
人
１
，
５
０
０
円
（
う
ど
ん

　
打
ち
体
験
料
、
昼
食
代
、

　
土
産
代
、
運
賃
含
む
）

▼
集
合
場
所
・
時
間

　

　
市
役
所
東
駐
車
場
・
１０
時
集
合

▼
申
し
込
み
方
法

　

　
電
話
に
て
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
お

　
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
締
め
切
り
日

　

　
３
月
１１
日
㈮
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
交
通
政
策

　
グ
ル
ー
プ
（
☎
　
１
４
０
４
）

小
型
デ
マ
ン
ド
バ
ス
で
行
く

「
校
舎
の
お
別
れ
一
般
公
開
」

3
月
２４
日
㈭

小
野
中
学
校
で

◆
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

循
環
型
社
会
の
構
築
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す

家
庭
か
ら
出
る
剪
定
枝
葉

　
　

燃
や
さ
な
い
で
チ
ッ
プ
化

自
然
還
元

美
し
く
な
っ
た
、保
育
所
・
学
校
の
庭

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
２０

年
度
か
ら
剪
定
を
受
託
し
た
際
に
大
量
に
出

る
枝
葉
を
チ
ッ
プ
化
す
る
こ
と
で
、
燃
や
さ

ず
に
自
然
還
元
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
い
ま
す
。

　
チ
ッ
プ
は
、
平
成
２１
年
度
か
ら
市
内
の
保

育
所
・
学
校
な
ど
公
共
施
設
の
樹
木
の
根
元

に
敷
設
し
て
い
ま
す
。
景
観
の
保
持
や
雑
草

の
抑
制
・
水
分
の
保
持
・
土
壌
の
改
良
に
繋
が

り
、
花
壇
管
理
に
役
立
つ
と
大
変
好
評
で
す
。

桜
づ
つ
み
回
廊
の

「
清
掃
と
チ
ッ
プ
敷
設
サ
ー
ビ
ス
」

　
桜
づ
つ
み
回
廊
の
オ
ー
ナ
ー
の
皆
さ
ん
、

区
画
の
清
掃
管
理
に
お
困
り
の
際
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

１
区
画
１
回 
２
，０
０
０
円

「
剪
定
枝
葉
の

訪
問
チ
ッ
プ
化
処
理
サ
ー
ビ
ス
」

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
家
庭

で
剪
定
さ
れ
た
際
に
出
た
枝
葉
の
訪
問
チ
ッ

プ
化
処
理
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

枝
葉
の
破
砕
時
間
は
、
軽
四
輪
車
ト
ラ
ッ
ク

１
台
分
で
２０
〜
３０
分
程
度
で
す
。

○
料
金

　
１
時
間
以
内
３
，
０
０
０
円
（
３０

　
分
ご
と
に
１
，
０
０
０
円
加
算
）

社
団
法
人 

小
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎

　
６
２
２
２
）

　ガーデニングを通じて、花や緑による美しいまちづくりの考え方
を学んでみませんか。今回から、　「ガーデニング学習講座」を三木市
と合同で開催します。

まちづくり初級コース（年４回） フラワーマイスターコース（年６回）

ジャルディニェ佳代子さん
（小野市学術政策員）

佐藤哲信さん　（特定非営利活動
法人日本公開庭園機構代表）

平成２３年度 「ガーデニング学習講座」受講生募集

◯63

◯63

◯63

◯62

　神戸電鉄葉多駅付近の田畑で栽
培した菜の花が4月上旬に見頃を
迎えます。神戸電鉄に乗って、散
策に出かけてみませんか。

場所：葉多駅から東へ１００m
時間：１１：００～１３：００
※とん汁、花の種子プレゼント
問い合わせ先：
産業課農業振興係(☎631928)　

●第１回（５月１８日（水）・小野）
　花とみどりでまちづくり
●第２回（７月・三木）
　市民による安全・安心のみちづくり、まちづくり
●第３回（９月・小野）
　園芸基礎講座
●第４回（１１月・三木）
　花とみどりのガーデンデザイン

●まちづくり初級コース経験者
　　　　　　　　（２年目以降）

矢澤秀成さん（園芸研究
家、ＮＨＫ趣味の園芸・
サンテレビ手づくり花づ
くり出演中）

▼受講料　無料（ただし、材料費は実費負担）

▼定　員　２５人（先着順）

▼申し込み方法　所定の応募用紙に必要事項を記入のうえ、
　観光課まで郵送、ファクスまたは、持参ください。

▼申込用紙設置場所　各コミセン、観光課（ホームページ）

▼問い合わせ先　観光課景観整備係（☎632182）○

春春春を満喫しよう！

　　　

集合時間：１０：００
集合場所：粟生駅
コ ー ス：粟生駅～おの桜づつみ
　回廊～葉多町（菜の花）～葉多駅
参加料：無料　※申し込み不要
問い合わせ先 :　
神鉄観光㈱ (☎078-592-4611)
※当日の中止、決定の問い合わせ先
鈴蘭台駅（☎078-591-0064）7：00～

講師 講師

講師

！

○

スタンプラ
リー

2011.04.03

先着３００人

スタンプラ
リー

2011.04.03

先着３００人

各会場でスタンプを集めて、景品をゲットしよう！

陶芸、ウォーキング、屋台を楽しもう！！
　 第５回桜づつみウォーク
受　　付：9：30～ 10：00
集合場所：粟田橋下流側のおの
　　　　　桜づつみ回廊
コ ー ス：8 ㎞（往復）、
　　　　　4㎞（片道）
参 加 料：無料　※申し込み不要
参 加 賞：とん汁
　　　　　※印付番号札と交換
そ の 他：子ども広場あり
問い合わせ先：
大部地区地域づくり協議会
(☎ 63 6100)

3周年記念イベント

　  あお陶遊館アルテ
詳細は、7ページをご覧ください。

　  あお陶遊館アルテ　  あお陶遊館アルテ

「太閤の渡し」による屋台も
参加！
小野産小麦ふくほの香を使用した
うどんは絶品。こだわりの一品を
提供します。
メニュー：うどん／炊き込みご飯／
　　　　  焼きそば　ほか
問い合わせ先：（☎ 660066）○

○

スタンプ設置場所：おの桜づつみ回廊（9:30 ～ 13:00）／
あお陶遊館アルテ（9:00 ～ 16:00）／太閤の渡し（9:00 ～
16:00）／シルキーウェイあわの里（9:00 ～ 16:00）

カード配布・景品交換場所：
おの桜づつみ回廊（9:30～13:00）／あお陶遊館アルテ（9:00～16:00）

問い合わせ先：小野市観光協会（☎ 631929）○

4/3
（日）

4/2
（土）ミニイベント開催

　　菜の花を見に行こう！

先 着
各２００人

4/2
（土） 神鉄フォトハイキング



白雲谷温泉ゆぴか（黍田町1000番地の1）
☎　 0261
営業時間　10：00～22：00（受付は21：30まで）
◯70
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　おかげさまで「ゆぴか」は３月１８日（金）に７周年を迎えます。
当日は、皆様への感謝の気持ちを込めて、入浴者全員に「ゆぴ
か特製瓦せんべい」をプレゼントします。また、３月１９日（土）～
２１日（祝）の３日間、館内で「活花展」を開催します。一足早く春
の彩りをお楽しみください。

「振り込め詐欺」にご注意！「振り込め詐欺」にご注意！「振り込め詐欺」にご注意！
　振り込め詐欺とは、「オレオレ詐欺（恐喝）」「架空請
求詐欺（恐喝）」「融資保証金詐欺」「還付金等詐欺」
の4類型の総称を言います。
　振り込め詐欺の被害は、依然として多発しています。
電話などで「振り込んで！」と言われたら、まず家族、知
人、警察などに相談しましょう。

　実際には融資しないにも関わらず、低金利や有利な条
件で融資する旨のはがきや電子メールを送るなどして、
融資を申し込んできた者に対して、保証金などを名目に
現金を振り込ませようとします。

3月6日（日）・20日（日）
13：30〜16：30
図書館（中島町64番地）場 所

日 時

検定部門

18級からスーパー級
6級から1級
20級から1級
9級からスーパーＥ級
初級・中級・上級
初級・中級・上級　

小学校漢字
中学校漢字
小学校計算
中学校計算
スピード計算
音 読
※各級を合格された方には、合格認定書を
　送付します。

問い合わせ先

○☎
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今
年
度
、
２
回
目
の
全
市
ク
リ

ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、
小
野
市

連
合
区
長
会
、
小
野
市
保
健
衛
生

推
進
協
議
会
の
主
催
で
、
3
月
13

日
㈰
に
実
施
し
ま
す
。

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
、
美
観
を

損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
不
衛
生
で

あ
る
た
め
、
環
境
の
悪
化
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

自
然
豊
か
な
「
美
し
い
ま
ち
小

野
市
」
を
目
指
し
て
、
人
と
自
然

が
共
生
で
き
る
よ
り
よ
い
環
境
づ

く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

環
境
学
習
の
一
環
と
し
て
、
お
子

さ
ん
、
お
孫
さ
ん
と
一
緒
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

　3
月
13
日
㈰

　

　8
時
か
ら
9
時
30
分

▼
参
加
者

　各
戸
１
人
以
上
（
高

齢
世
帯
な
ど
で
、
参
加
が
困
難

な
世
帯
は
除
き
ま
す
）
。

▼
収
集
す
る
物

　別
表
の
と
お
り

　

業
者
が
突
然
自
宅
を
訪
問
し
、

「
金
や
プ
ラ
チ
ナ
な
ど
の
貴
金
属

を
使
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
和
服

な
ど
を
買
い
取
る
」
と
い
う
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
相
談
が
全
国
的
に

増
加
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
「
買
い
取
り
価
格
が
安

い
と
思
い
、
業
者
に
解
約
を
申
し

出
た
が
、
拒
否
さ
れ
た
」
な
ど
の

相
談
事
例
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す

こ
の
た
び
、
市
で
は
市
民
の
皆

さ
ん
が
消
費
生
活
上
の
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
消

費
生
活
に
関
す
る
啓
発
冊
子
や
回

覧
チ
ラ
シ
を
３
月
末
の
区
長
便
に

て
配
布
し
ま
す
（
予
定
）。

台
所
や
電
話
機
の
付
近
な
ど
、

目
に
つ
く
場
所
に
設
置
し
て
い
た

だ
き
、
有
効
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

目
指
せ
！

ご
み
の
な
い
「
美
し
い
ま
ち
小
野
市
」

お
願
い

は
じ
め
よ
う
！

　

省
エ
ネ
・
省
資
源
生
活
⑩

１
世
帯
当
た
り
の
待
機
時
消
費

電
力
（
待
機
電
力
）
は
、
家
庭
の

全
消
費
電
力
の
約
7.3
％
（
年
間
約
６
，

８
０
０
円
）
に
も
な
り
ま
す
。

待
機
電
力
は
ち
ょ
っ
と
し
た
心

が
け
で
大
き
く
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
ク
ー
ラ
ー
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
使

わ
な
い
時
期
は
プ
ラ
グ
を
抜
き

ま
し
ょ
う
。

○
省
エ
ネ
コ
ン
セ
ン
ト
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

電
気
器
具
の
プ
ラ
グ
を
一
か
所

に
ま
と
め
て
、
Ｏ
Ｎ
・
Ｏ
Ｆ
Ｆ
が

簡
単
に
で
き
る
ス
イ
ッ
チ
付
き
タ

イ
プ
＝
左
図
＝
を
使
う
と
便
利
で

す
。

《
参
考
》

　兵
庫
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー 

エ
コ
チ
ェ
ッ
ク
カ

レ
ン
ダ
ー
２
０
１
１
よ
り

▼
問
い
合
わ
せ
先 

生
活
環
境
グ
ル

　ー
プ
（
☎
　
１
６
８
６
）

貴
金
属
な
ど
の
買
い
取
り
サ
ー
ビ
ス

の
ご
利
用
は
慎
重
に
！

○
買
い
取
っ
て
も
ら
う
つ
も
り
が   

　な
い
な
ら
、
き
っ
ぱ
り
と
断
る
。

一
度
、
業
者
に
引
き
渡
し
た
物
品

を
取
り
戻
す
の
は
極
め
て
困
難
で
あ

る
た
め
、
契
約
す
る
か
ど
う
か
慎
重

に
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

○
相
手
が
ど
の
よ
う
な
業
者
な
の
か

　十
分
に
確
認
す
る
。

契
約
前
に
、
業
者
の
住
所
や
電
話

番
号
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
古
物

商
許
可
証
な
ど
の
提
示
を
求
め
、
内

容
を
確
認
し
書
き
留
め
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

○
買
い
取
り
条
件
な
ど
が
明
記

　さ
れ
た
書
面
を
も
ら
う
。

○
何
か
あ
っ
た
ら
小
野
市
消
費

　生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
ま
で
連

　絡
す
る
。

市
で
は
、
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

に
専
門
の
消
費
生
活
相
談
員
が
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
困

り
の
際
は
小
野
市
消
費
生
活
相
談
コ

ー
ナ
ー
（
☎

　１
６
８
６
）
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◯63

◯63

◯63

対
応
策

空き缶

可燃ごみ
（ペットボトルを含む）

不燃ごみ
（空きびんを含む）

各町役員さんの指示に従ってください。

（別表）収集するもの

アルミ、スチールの分別は不要です。また、
クリーンキャンペーン当日に限り、空き缶
の圧縮も不要です。袋の上部を結んで、所
定の場所にまとめて置いてください。

次回の定期収集日までごみステーションで
保管してください。その際、定期収集の家
庭から搬出される生ごみが、動物などに荒
らされないよう配慮をお願いします。

待
機
電
力
を
減
ら
そ
う
！

　〜
待
機
電
力
は
年
間
約
6
，
8
0
0
円
〜

○
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
の
収
集
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

○
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

や
空
き
び
ん
は
汚
れ
て
お
り
、

リ
サ
イ
ク
ル
に
適
し
ま
せ
ん
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
可
燃
ご
み
と

し
て
、
空
き
び
ん
は
不
燃
ご
み

と
し
て
収
集
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先 

生
活
環
境
グ
ル

ー
プ
（
☎

　１
６
８
６
）

収集するもの 処　理　方　法

　家族の一員や警察官、弁護士などを装って電話をか
け、交通事故の示談金や会社の金を横領したための補填
金などの名目で、現金を振り込ませようとします。

オレオレ詐欺（恐喝）

　債権回収団体や官公庁、企業などを装って、有料サイ
ト利用料金や地デジ移行に伴う工事費用など、架空の事
実を口実にした請求書を送付し、連絡先へ電話すると指
定口座へ現金を振り込ませようとします。

架空請求詐欺（恐喝）

融資保証金詐欺

　税務署や社会保険事務所などの職員を名乗り、年金や税
金の過払い分を還付するなどと偽って、コンビニや無人の
ＡＴＭ（現金自動預払機）に誘い出し、携帯電話でＡＴＭの
操作を指示して、現金を振り込ませようとします。

還付金等詐欺

「オレオレ詐欺」県内認知件数は

前年比７５％増加

おかしいと思ったら、振り込まずにすぐ相談！

警察相談窓口（♯９１１０）※または
最寄りの警察署まで相談しましょう。

7周年記念イベント！

　「ゆぴか」では、らん♡らんバスを利用した、あなたにぴった
りのプランを作成しています。「らんバス♪カード」は各停留
所ごとに作成。滞在時間も明記しています。帰る時間を確認し
たらゆっくり温泉に浸かりましょう。

これは便利だ「らんバス♪カード」

←自宅近くのバス停の番号と名前

←バスが出発する時間
←ゆぴかに到着する時間

←ゆぴかを出発する時間
←自宅近くのバス停に到着する時間

※ご希望のお客様は、「ゆぴか」に直接お申し付けください。郵送にてお届けします。

本澤はつゑさん（102歳）

※電話で「＃」を押したあとに「9110」

今
日
も
元
気
に「
お
の
検
定
」



暮
ら
し
の
情
報

広報「おの」　2011.313

公
文
書
公
開
・
個
人
情
報
開
示
・
自
販
機
設
置
者
募
集
・
年
金
・
税
金
・
子
育
て
・
人
権

広報「おの」　2011.3 12

昨
年
中
に
お
け
る
公
文
書
公
開

条
例
に
基
づ
く
公
文
書
の
公
開
状

況
、
お
よ
び
個
人
情
報
保
護
条
例

に
基
づ
く
個
人
情
報
の
開
示
等
の

状
況
に
つ
い
て
上
表
の
と
お
り
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　総
務
課
総
務

　係
（
☎

　３
６
１
５
）

▼
日
時

　３
月
23
日
㈬
　10
時
か
ら

15
時
30
分

▼
内
容

　年
金
請
求
手
続
き
・
ね

ん
き
ん
特
別
便
・
そ
の
他
年
金

に
関
す
る
相
談
な
ど

▼
場
所

　伝
統
産
業
会
館
2
階

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
市
民

課
市
民
係
の
窓
口
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
（
電
話
で
も
可
）。

▼
予
約
申
し
込
み
確
認
事
項

　住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
基
礎
年

金
番
号
・
電
話
番
号
・
相
談
内
容

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
予
約
申
し
込
み
・
年
金
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
先

　市
民
課

市
民
係
（
☎

　１
０
１
６
）

　市
役
所
庁
舎
な
ど
の
２
施
設
に

お
け
る
飲
料
水
自
動
販
売
機
の
設

置
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
設
置
場
所

①
市
役
所
本
庁
舎
（
３
台
）

②
広
渡
廃
寺
跡
歴
史
公
園
ガ
イ
ダ

ン
ス
ホ
ー
ル
（
１
台
）

▼
設
置
期
間

　４
月
１
日
㈮
か
ら

来
年
３
月
３１
日
㈯
ま
で

※
以
後
１
年
更
新
と
し
、
最
大
５

年
間
設
置
で
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
期
間

　３
月
１
日
㈫

か
ら
１５
日
㈫
ま
で

▼
設
置
者
決
定
方
法

　見
積
書
な

ど
に
よ
る
総
合
評
価
落
札
方
式

▼
申
し
込
み
方
法

　見
積
書
な
ど

所
定
の
様
式
に
納
税
証
明
書
な

ど
必
要
書
類
を
添
え
て
申
し
込

　本
年
度
の「
市
民
税
・
県
民
税
」

お
よ
び「
国
民
健
康
保
険
税
」が
年

金
か
ら
天
引
き（
特
別
徴
収
）さ
れ

て
い
る
方
で
、
本
年
４
月
以
降
も

引
き
続
き
年
金
か
ら
天
引
き
と
な

る
方
は
、
２
月
分
と
同
じ
額
を
仮

徴
収
と
し
て
４
月
・
６
月
・
８
月
に

天
引
き
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　な
お
、
平
成
23
年
度
の
年
税
額

は
６
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
職
務
内
容

　昼
間
保
護
者
の
い

な
い
家
庭
の
小
学
校
低
学
年
児

童
に
対
し
て
、
遊
び
を
通
じ
て

放
課
後
児
童
の
健
全
育
成
の
た

め
の
生
活
指
導
な
ど
を
行
い
ま

す
。

▼
募
集
人
員

　数
人

▼
勤
務
場
所

　市
内
小
学
校
な
ど

の
各
ク
ラ
ブ
室

▼
勤
務
時
間

　原
則
と
し
て
下
校

時
か
ら
18
時
ま
で（
毎
週
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
ま
で
の
週
３
日
程

度
）夏
休
み
な
ど
は
、
８
時
か
ら

18
時
ま
で
で
交
替
制
で
す
。

▼
採
用
期
間

　本
年
４
月
１
日
か

ら
来
年
３
月
31
日
ま
で

※
臨
時
指
導
員
は
６
か
月
間
（
更

新
制
度
あ
り
）

▼
時
給

○
正
規
指
導
員 

１
，
３
０
０
円

○
臨
時
指
導
員 

１
，
１
０
０
円

▼
資
格
要
件

　60
歳
未
満
で
、
教

員
免
許
ま
た
は
保
育
士
資
格
を

有
し
、
児
童
の
健
全
育
成
に
熱

意
が
あ
る
方
。

▼
応
募
方
法

　３
月
10
日
㈭
ま
で

に
子
育
て
支
援
課
に
履
歴
書

（
写
真
添
付
）
・
印
か
ん
を
持

参
の
う
え
、
所
定
の
申
込
書
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
選
考
方
法

　書
類
選
考
の
う
え
、

面
接
を
行
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
（
☎

　１
６
４

５
）

　

※
仮
徴
収
額
と
の
差
額
は
、
10
月

以
降
（
10
月
・
12
月
・
翌
年
２

月
の
３
回
）
で
調
整
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　税
務
課
市
民
税
係

（
☎

　１
０
０
０
内
線
５
８
３
）

毎
年
、
年
度
末
は
自
動
車
の
検

査
・
登
録
申
請
窓
口
が
混
雑
し
ま

す
。
余
裕
を
も
っ
て
手
続
き
を
お

済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
継
続
検
査
は
、
検
査
証

の
有
効
期
限
の
満
了
す
る
日
の
１

か
月
前
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　神
戸
運
輸
監
理

部
・
兵
庫
陸
運
部

　登
録
（
☎
０
５
０
｜

５
５
４
０
｜

２

０
６
６
）
／
検
査
（
☎
０
７
８
｜

4
5
3
｜

１
１
０
２
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

市
で
は
、
平
成
20
年
4
月
か
ら

「
い
じ
め
等
防
止
条
例
」
を
施
行

し
、
い
じ
め
等
の
な
い
明
る
く
住

み
よ
い
社
会
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
、
市
が
取

り
組
ん
で
い
る
計
画
や
事
業
に
つ

い
て
、
意
見
や
提
案
な
ど
し
て
い

た
だ
け
る
「
い
じ
め
等
防
止
市
民

会
議
委
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象

　市
内
在
住
の
18
歳
以
上

の
方

▼
定
員

　2
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考

▼
任
期

　1
年
間
（
会
議
4
回
）

▼
報
酬

　1
回
8
，
0
0
0
円

▼
応
募
期
限

　3
月
18
日
㈮

▼
応
募
方
法

　電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

ハ
ガ
キ
、
郵
送
の
い
ず
れ
か
で
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
７
５

－

１
３
８
０

　小
野

市
王
子
町
８
０
６
番
地
の
１

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
グ
ル
ー
プ

い
じ
め
担
当
グ
ル
ー
プ

（
☎

　４
３
１
１
・

　

 

　３
６

９
０
）

 

市
で
は
、
「
男
女
が
そ
の
性
に
か

か
わ
り
な
く
、
自
ら
の
個
性
と
能

力
を
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画

社
会
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
実
現
の
た
め
に
、
市
が
取

り
組
ん
で
い
る
計
画
や
事
業
に
つ

い
て
、
意
見
や
提
案
な
ど
し
て
い

た
だ
け
る「
男
女
共
同
参
画
推
進
市

民
会
議
委
員
」を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象

　市
内
在
住
の
18
歳
以
上

の
方

▼
定
員

　2
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考

▼
任
期

　1
年
間
（
会
議
4
回
）

▼
報
酬

　1
回
8
，
0
0
0
円

▼
応
募
期
限

　3
月
18
日
㈮

▼
応
募
方
法

　電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

ハ
ガ
キ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
７
５

－

１
３
８
０

　小
野

市
王
子
町
８
０
６
番
地
の
１

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
グ
ル
ー
プ

男
女
共
同
参
画
推
進
グ
ル
ー
プ

（
☎

　１
０
１
７
・ 

　
　３
６

９
０
）

　軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
（
税

の
月
割
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　廃
車
手
続
き
が
必
要
な
方
で
、

本
年
４
月
１
日
ま
で
に
手
続
き
が

お
済
み
で
な
い
場
合
は
、
平
成
23

年
度
も
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
登
録
手
続
き
が
必

要
な
方
で
、
ま
だ
手
続
き
が
お
済

み
で
な
い
場
合
は
、
早
急
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

廃
車
手
続
き

　原
付
・
農
機
具
を

廃
棄
・
譲
渡
・
買
い
替
え
ら
れ
た

方
が
対
象
。
た
だ
使
用
し
な
い
と

い
う
だ
け
で
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
・
印
か
ん
・

登
録
票
を
お
持
ち
の
う
え
、
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
手
続
き

　原
付
・
農
機
具
を

購
入
・
譲
受
・
買
い
替
え
ら
れ
た

方
が
対
象
。
印
か
ん
・
必
要
書
類

を
お
持
ち
の
う
え
、
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　税
務
課
市
民

税
係
（
☎　

１
０
０
０
内
線
５

８
３
・
５
８
４
）

み
く
だ
さ
い
。

※
財
政
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
募

集
要
項
お
よ
び
申
込
様
式
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　財
政
課
管
財
係（
☎

　１
０
１
４
）

国
民
年
金
は
、
保
険
料
を
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
が
原
則
で
す
。

し
か
し
、
学
生
で
所
得
が
な
い
場

合
な
ど
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

と
き
は
、
申
請
に
よ
り
在
学
中
の

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

平
成
22
年
度
分（
昨
年
４
月
か
ら

本
年
３
月
）の
、
申
請
受
付
期
限
は

本
年
４
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

　大
学（
大
学
院
）、
短
大
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
等

に
在
学
す
る
学
生
で
、
学
生
本

人
の
平
成
21
年
中
の
所
得
が

１
１
８
万
円
以
下
の
方
。

※
夜
間
、
通
信
制
課
程
や
定
時
制

課
程
の
学
生
も
含
ま
れ
ま
す
。

※
学
生
本
人
に
扶
養
家
族
が
あ
る

場
合
、基
準
額
は
変
わ
り
ま
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書

（
各
種
学
校
に
通
う
学
生
は
修

業
年
月
が
１
年
以
上
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
も
の
）

②
年
金
手
帳

公
文
書
公
開
・
個
人
情
報
開
示

公
文
書
の
公
開
お
よ
び

　
　
　

個
人
情
報
の
開
示
等
の
状
況

「
市
民
税
・
県
民
税
」や「
国
民
健
康
保

　

険
税
」の
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
つ
い
て

自
動
車
の
検
査
・
登
録
申
請
に
つ
い
て

自
販
機
設
置
者
募
集

飲
料
水
自
動
販
売
機
の

設
置
者
を
募
集

子
育
て

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
指
導
員
募
集

人

　権

「
い
じ
め
等
防
止
市
民
会
議
委
員
」
の
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
男
女
共
同
参
画
推
進

 
市
民
会
議
委
員
」
の
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年

　金

明
石
年
金
事
務
所
か
ら

「
ど
う
ぞ
年
金
相
談
を
」

税

　金

軽
自
動
車
税
の
賦
課
期
日
は

４
月
１
日
で
す
！

　
　
　
　
　
　
　

学
生
納
付
特
例
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

　
　
　

◯63

◯63

◯63

③
印
か
ん

④
会
社
な
ど
を
退
職
し
、
学
生
に

な
ら
れ
た
方
は
、
次
の
書
類
の

い
ず
れ
か
が
必
要
で
す
。

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

　（
コ
ピ
ー
で
も
可
）

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

　（
コ
ピ
ー
で
も
可
）

●
手
続
き
は
毎
年
必
要
で
す
。
昨

年
度
、
申
請
し
て
承
認
を
受
け

た
方
も
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
卒
業
さ
れ
た
方
で
、
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
、
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
の
申
請
が
で
き
ま
す

（
30
歳
未
満
の
方
に
限
り
ま
す
）。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
市
民

係
（
☎

　１
０
１
６
）

　

◯63

◯63

◯63

◯63

◯63

◯63

◯63

◯63

http://w
w
w
.city.ono.hyogo.

jp/p/1/8/15/

神
戸
運
輸
監
理
部
か
ら
の
お
願
い

　
　
　
　
　
（
h
ttp
://

w
w
w
tb
.m
lit.g
o.jp
/k
ob
e/）

　

d
an
jo@
city
.on
o.h
y
og
o.jp

個人情報の開示請求件数および開示状況（平成22年1月1日～12月31日受付）

実施機関 請求件数
開　　示 部分開示

開 示 状 況

不存在
不服申立件数

市　長 9 6 1 2 0

公文書の公開請求件数および公開状況　（平成22年1月1日～12月31日受付）

実施機関 請求件数
公　　開 部分公開

公 開 状 況

不存在
不服申立件数

市長 ほか 22 12 10 0 0

FAX

FAX
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外
見
上
で
は
判
り
に
く
い
た

め
、
周
囲
の
理
解
が
得
ら
れ
に
く

い
「
高
次
脳
機
能
障
が
い
」
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

　投
票
で
き
る
方

平
成
3
年
4
月
11
日
以
前
に
生

ま
れ
ら
れ
た
方
。

市
内
で
転
居
さ
れ
た
方
へ

３
月
24
日
以
降
に
転
居
届
を
さ

れ
た
方
は
、
旧
住
所
地
の
投
票
所

で
投
票
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
日
時

　３
月
19
日
㈯
13
時
30
分

か
ら
16
時
（
受
付
13
時
）

▼
場
所

　加
東
市
滝
野
図
書
館
会

議
室
（
加
東
市
下
滝
野
１
３
６

９
番
地
２
）

▼
テ
ー
マ

　高
次
脳
機
能
障
が
い

の
理
解
と
支
援

▼
講
師

　小
池
美
帆
さ
ん
（
兵
庫

　県
立
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー 

高
次
脳
機
能
障
害

相
談
窓
口 

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
）

▼
定
員

　１
０
０
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
料

　無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　社
会
福
祉
課

障
害
福
祉
係（
☎

　１
０
１
１
）

　3
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
デ
ー
は
「
第
１
回
小
野
ア
ル

プ
ス
縦
走
ハ
イ
キ
ン
グ
」
と
し
て

開
催
し
ま
す
。

　県
立
自
然
公
園
鴨
池
や
小
野
ア

ル
プ
ス
、
白
雲
谷
温
泉
ゆ
ぴ
か
を

ぜ
ひ
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　３
月
26
日
㈯
９
時
開
会

（
８
時
30
分
受
付
）

※
小
雨
決
行

▼
集
合
場
所

　神
戸
電
鉄
・
Ｊ
Ｒ

加
古
川
線
粟
生
駅
（
駐
車
場
な

し
）

▼
コ
ー
ス

①
縦
走
コ
ー
ス
（
約
１５
㎞
）

　

　粟
生
駅
〜
鴨
池
〜
福
甸
峠
〜
小

野
ア
ル
プ
ス
〜
白
雲
谷
温
泉
ゆ

ぴ
か

②
一
般
コ
ー
ス
（
約
８.５
㎞
）

　

　粟
生
駅
〜
鴨
池
〜
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
き
す
み
の
〜
白
雲

谷
温
泉
ゆ
ぴ
か

※
小
野
ア
ル
プ
ス
は
通
ら
ず
、
平

坦
な
コ
ー
ス
で
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

　３
月
18
日
㈮

ま
で
に
小
野
市
観
光
協
会
（
観

光
課
内
）
、
体
育
保
健
課
、
市

総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
傷
害
保
険
加
入
の
た
め
事
前
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
参
加
料

　無
料

▼
参
加
賞

　「
白
雲
谷
温
泉
ゆ
ぴ

か
」
入
浴
半
額
券

▼
問
い
合
わ
せ
先

　小
野
市
観
光

協
会
（
☎

　１
９
２
９
）
体
育

保
健
課
（
☎

　２
５
９
１
）

ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
目
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

毎
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
や

小
野
市
１
周
ウ
ォ
ー
ク
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
（
お
の
ハ
ー
ト

フ
ル
歩
人
会
）
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　体
育
保
健
課

（
☎

　２
５
９
１
）

ス
ポ
ー
ツ

福
祉
講
演
会
の
お
知
ら
せ

「
お
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

運
営
ス
タ
ッ
フ
」募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
小
野
ア
ル
プ
ス
縦
走
ハ
イ
キ
ン
グ
」

　
　
　

　聞
き
取
り
の
有
効
な
手
助
け
と

な
る
読
話
（
話
者
の
口
の
形
か
ら

話
を
読
み
取
る
方
法
）
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

　３
月
12
日
㈯
13
時
30
分

か
ら
15
時
30
分
（
受
付
13
時
）

▼
場
所

　コ
ミ
セ
ン
お
の

　３
０

２
号
室

▼
講
師

　言
語
聴
覚
士 

岡
恵
子
さ

ん
（
兵
庫
県
立
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー
）

▼
参
加
料

　無
料

▼
申
し
込
み
方
法

　３
月
11
日
㈮

ま
で
に
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）
・
年
齢
・
性
別
・
連
絡
先

を
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
合
わ
せ
先

　県

立
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

神
戸
市
灘
区
岸
地
通
１

－

１

－

１

－

２
階
（
☎
０
７
８

　４
１

７
５
・

　０
７
8

　４
１
９
２
）

◯805

◯805

福

　祉

聞
こ
え
な
い
っ
て
何
？「
読
話

（
ど
く
わ
）に
つ
い
て
学
ぼ
う
！
」

　施
設
で
の
不
在
者
投
票

　県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
す

る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院
（
入
所
）
し
て
い
る
方
は
、
施

設
の
管
理
者
に
申
し
出
れ
ば
施
設

の
中
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　自
宅
で
の
不
在
者
投
票

一
定
の
程
度
以
上
、
身
体
に
重

度
の
障
が
い
が
あ
り
、
投
票
所
に

行
け
な
い
方
は
、
市
選
挙
管
理
委

員
会
が
発
行
す
る
「
郵
便
投
票
証

明
書
」
が
あ
れ
ば
自
宅
で
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
市

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　郵
便
投
票
に
係
る
投
票
用
紙
の

請
求
は
、
４
月
６
日
㈬
ま
で
に
ご

請
求
く
だ
さ
い
。

　代
理
・
点
字
投
票

身
体
の
障
が
い
や
目
の
不
自
由

な
方
で
、
投
票
用
紙
に
候
補
者
の

氏
名
が
書
け
な
い
方
は
、
投
票
所

の
係
員
に
代
理
投
票
ま
た
は
点
字

投
票
を
希
望
す
る
旨
を
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

　期
日
前
投
票

　投
票
日
に
、
投
票
に
行
け
な
い

方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
期
間

　

４
月
２
日
㈯
か
ら
９
日
㈯
ま
で

８
時
30
分
か
ら
20
時

投
票
場
所

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
室

必
要
な
も
の

　

投
票
所
入
場
券
（
投
票
所
入
場
券

が
届
い
て
い
る
場
合
）

　市
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
へ

あ
な
た
の
一
票
を
大
切
に

兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙

兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙

兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙

 

告 

示 

4
月
1
日
㈮

　投 

票 

4
月
１０
日
㈰
７
時
〜
２０
時

　

◯63

※旧住所地の選挙人名簿に登録されている方に限ります。
　その際、旧住所地の市町および小野市が発行する「引き続
き県内居住証明書」が必要です。ただし本年1月1日以降に2
回以上他の市町に住所を異動した場合は、投票できません。

転入届出日

旧住所地

小野市での
投票の可否

昨年12月31日以前

県内 県内県外 県外

○ ×

本年1月1日以降

旧住所地
で投票で
きます※

市
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎

　1
0
0
7
）

　第
19
回
小
野
市
姉
妹
都
市
親
善

訪
問
使
節
団
に
、
団
長
の
井
上
竜

輔
さ
ん
を
は
じ
め
総
勢
６
人
（
中

学
生
５
人
、
随
行
１
人
）
が
決
定

し
、
今
月
26
日
に
米
国
リ
ン
ゼ
イ

市
へ
出
発
し
ま
す
。

訪
問
期
間
は
４
月
４
日
ま
で

の
10
日
間
で
、
う
ち
６
日
間
は
リ

ン
ゼ
イ
市
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

す
。リ

ン
ゼ
イ
市
の
人
々
と
の
交

流
や
ア
メ
リ
カ
の
広
大
な
大
地
で

第
１９
回 

姉
妹
都
市
親
善
訪
問
使
節
団
が

                  

ア
メ
リ
カ
・
リ
ン
ゼ
イ
市
へ
！

団長:井上竜輔さん
（旭丘中2年）
兄が参加したことが
あるので。

藤井寿麻さん
（旭丘中2年）
祖父や叔父・伯母が
リンゼイ市を訪問し
たことがあるので、
自分も行って、視野
を広めたいと思いま
した。

石原保奈美さん
（旭丘中2年）
リンゼイ市の人々と
交流を深め、お互い
の文化を教え合いた
い。

森本　廉さん
（小野南中2年）
自分が７年間勉強し
てきた英語が、どこ
まで通用するか試し
てみたい。

河嶋可歩さん
（旭丘中2年）
英語が好きで、受け
入れをしたことがあ
ったので、自分もア
メリカに行って、も
っと英語を学びたい
と思ったから。

随行:村田和繁さん
（国際交流協会会長）

の
経
験
を
通
し
て
、
異
文
化
を
理

解
し
国
際
人
と
し
て
活
躍
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

壮
行
会
・
報
告
会
の
お
知
ら
せ

●
壮
行
会

　３
月
22
日
㈫

●
報
告
会

　４
月
14
日
㈭

▼
時
間

　18
時
30
分
か
ら
19
時
30

分
▼
場
所

　コ
ミ
セ
ン
お
の

　コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

※

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。

訪
問
使
節
団
員
の
皆
さ
ん

※

氏
名
の
下
は
参
加
理
由

FAX

◯62

◯62

◆
国
際
交
流
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
☎

　6
7
6
3
・

　
　2
4
0
0
）

FAX

発
達
障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の

家
族
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
悩
ん

で
お
ら
れ
る
の
か
理
解
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

▼
日
時

　３
月
26
日
㈯
13
時
30
分

か
ら
16
時
（
受
付
13
時
）

▼
場
所

　コ
ミ
セ
ン
お
の

　コ
ミ

ニ
ュ
テ
ィ
ホ
ー
ル

▼
講
師

　岩
本
四
十
二
さ
ん
（
兵

庫
県
自
閉
症
協
会
会
長
）
／
平

生
尚
之
さ
ん
（
ひ
ょ
う
ご
発
達

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ー

バ
ー
加
西
ブ
ラ
ン
チ
）

▼
参
加
料

　無
料

▼
定
員

　１
０
０
人

▼
申
し
込
み
方
法

　当
日
直
接
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　ひ
ょ
う
ご
発
達

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ー
バ

ー
加
西
ブ
ラ
ン
チ
（
☎
・

　０
７

９
０

　４
５
６
１
）

 

「
さ
ぽ
ー
と
ノ
ー
ト
」
と
は
、
発

達
障
が
い
、
知
的
障
が
い
の
あ
る

お
子
さ
ん
が
受
け
た
健
診
・
検

査
・
相
談
な
ど
に
つ
い
て
保
護
者

が
記
録
し
て
、
保
育
所
・
学
校
生

活
な
ど
に
利
用
す
る
ノ
ー
ト
で

す
。
お
子
さ
ん
の
成
長
を
支
え
る

記
録
ノ
ー
ト
と
し
て
お
配
り
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

▼
配
付
窓
口

　障
害
者
地
域
生
活

・
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
保
健

セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
課

▼
問
い
合
わ
せ
先

　社
会
福
祉
課
障

害
福
祉
係
（
☎

　１
０
１
１
）

◯63

◯48

「
さ
ぽ
ー
と
ノ
ー
ト
」
の
配
布

「
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

　発
達
障
が
い
の
こ
と
」

　
　
　
　
　

発
達
障
が
い
講
演
会

FAX

3月のハートフル
ウォーキングデー

県
立
の
じ
ぎ
く
特
別
支
援
学
校
（
神
戸
市

西
区
）
高
等
部
１
年
生
８
人
が
、
働
く
体
験

を
通
し
、
そ
の
意
義
を
つ
か
む
こ
と
を
目
的

に
４
日
間
の
職
場
体
験
実
習
を
１
月
と
２
月

に
行
い
ま
し
た
。
市
役
所
庁
舎
内
や
市
立
図

書
館
で
、
文
書
類
の
発
送
業
務
や
書
類
の
整

理
・
配
達
、
図
書
の
修
繕
な
ど
の
業
務
を
体

験
し
ま
し
た
。

職
場
体
験
実
習
を
実
施
し
ま
し
た
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暮
ら
し
の
情
報

ス
ポ
ー
ツ
・
美
術
展
・
消
防

◯63

◯63

◯63

◯62

ふ
だ
ん
ゴ
ル
フ
場
を
利
用
さ
れ

な
い
方
に
も
、
ゴ
ル
フ
場
を
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
場
と
し
て
開

放
し
ま
す
。

ゴ
ル
フ
場
で
花
見
を
し
な
が
ら

ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

▼
開
催
日

　４
月
11
日
㈪
10
時
か

ら
15
時
ま
で
開
放
（
10
時
か
ら

13
時
30
分
ま
で
に
直
接
ゴ
ル
フ

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
）

※

雨
天
中
止

▼
場
所

　小
野
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

（
来
住
町
）

※

ア
ウ
ト
コ
ー
ス
の
み
開
放

▼
参
加
資
格

　ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

▼
参
加
料

　無
料

▼
申
し
込
み
方
法

　事
前
申
し
込

み
は
不
要
。

▼
注
意
事
項

　

○
運
動
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
弁
当
や
飲
物
は
販
売
し
て
い
ま

暮
ら
し
の
情
報

暮
ら
し
の
情
報

ス
ポ
ー
ツ

「
第
２６
回
春
季
テ
ニ
ス
大
会
」

　
　
　
　
　
　

  

参
加
者
募
集

美
術
展

「
第
３０
回
東
播
磨
選
抜
美
術
展
」

　
　

 

３
月
１１
日
〜
１３
日
、
開
催

「
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
研
修
会
」

　
　
　
　
　
　

  

参
加
者
募
集

「
ハ
ー
ト
フ
ル
花
見
＆

　

    

ハ
イ
キ
ン
グ
」
の
ご
案
内

▼
日
時

　４
月
10
日
㈰
８
時
30
分

か
ら
（
雨
天
＝
17
日
㈰
）

▼
場
所

　大
池
総
合
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
／
河
合
運
動
広
場
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

▼
対
象

　市
内
に
在
住
、
在
勤
、

ま
た
は
市
テ
ニ
ス
協
会
登
録
ク

ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
（
コ
ー
チ
は

除
く
）
で
市
内
で
活
動
さ
れ
て

い
る
方

▼
試
合
方
法

　男
子
／
女
子
ダ
ブ

ル
ス（
Ａ
級
・
Ｂ
級
・
ベ
テ
ラ
ン
）

▼
参
加
料

　ペ
ア
で
３
，０
０
０
円

（
高
校
生
以
下
は
２
，０
０
０
円
）

▼
申
し
込
み
締
め
切
り
日

　４
月
１
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　テ
ニ
ス
協
会
役
員 

奥
田
（
☎
０

　９
０
｜

７
４
９
１
｜

０
９
７
２
）

▼
主
催

　市
テ
ニ
ス
協
会

▼
応
募
方
法

　本
人
が
市
内
在

住
・
在
勤
お
よ
び
在
学
の
方

は
、
往
復
ハ
ガ
キ
で
３
月
12
日

㈯
ま
で
に
応
募
く
だ
さ
い
。

※
ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
１
人

※
１
人
に
つ
き
１
コ
ー
ス

※
市
外
の
方
は
、
３
月
14
日
㈪
か

　ら
窓
口
で
受
付

▼
入
会
者
の
決
定
方
法

　定
員
を

超
え
た
コ
ー
ス
は
、
３
月
13
日

㈰
に
主
催
者
で
抽
選
し
ま
す
。

▼
説
明
会

　３
月
20
日
㈰

　①
13
時
30
分
か
ら
、
②
15
時
30

分
か
ら
（
コ
ー
ス
に
よ
り
時
間

が
異
な
り
ま
す
）
、
ア
ル
ゴ
軽

運
動
室
で
行
い
ま
す
。

▼
会
費

　入
会
金
１
，
０
０
０
円

（
入
会
時
の
み
）
／
年
会
費 

２
，

０
０
０
円
／
月
会
費 

４
，
０
０

０
円
（
親
子
コ
ー
ス
５
，
０
０

０
円
）

※
市
外
の
方
は
、
月
会
費
1.5
倍

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

　市
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）

（
☎

　７
０
０
０
）

せ
ん
の
で
ご
持
参
願
い
ま
す

（
ア
ル
コ
ー
ル
類
は
持
込
禁
止
）。

○
ゴ
ミ
は
各
自
ゴ
ミ
袋
を
持
参
の

う
え
、
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　小
野
市
ゴ
ル

フ
協
会
事
務
局
（
小
野
商
工
会

議
所
内
☎

　１
１
６
１
）

▼
開
催
日
時

　４
月
１
日
㈮

13
時
か
ら
16
時
（
希
望
者
の
み        

コ
ー
ス
体
験
あ
り
）

▼
場
所

　小
野
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

（
来
住
町
）

※

雨
天
＝
樫
山
ゴ
ル
フ
ラ
ン
ド

▼
定
員

　30
人

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
対
象

　小
学
生
〜
18
歳
（
市
内

在
住
、
在
学
の
方
）

※

保
護
者
同
伴

▼
参
加
料

　１
，
０
０
０
円
（
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
付
）

※

支
払
い
は
当
日

▼
講
師

　市
内
各
ゴ
ル
フ
場
の
プ

ロ
・
研
修
生
ら

▼
申
し
込
み
期
間

　３
月
７
日
㈪

か
ら
18
日
㈮
必
着

▼
申
し
込
み
方
法

　ハ
ガ
キ
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ

ル
フ
研
修
会
参
加
希
望
と
記
入

の
う
え
、
住
所
・
氏
名（
保
護
者

も
）・
性
別
・
連
絡
先
・
生
年
月

日
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
有
無
・

経
験
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
申
請
書

が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

小
野
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局

　

（
小
野
商
工
会
議
所
内
）

〒
６
７
５
｜
１
３
７
８

　小
野
市

王
子
町
８
０
０
番
地
の
１
（
☎

　

１
１
６
１
・

　
　３
４
６
０
）

　本
年
度
に
、
東
・
北
播
磨
各
市

町
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
美
術
展

の
優
秀
作
品
を
一
堂
に
展
示
す
る

美
術
展
で
す
。

▼
日
時

　３
月
11
日
㈮
か
ら
13
日

㈰
ま
で
９
時
30
分
か
ら
17
時

（
13
日
は
15
時
ま
で
）

▼
場
所

　小
野
市
伝
統
産
業
会
館

大
研
修
室

▼
部
門

　日
本
画
、
洋
画
、
写
真
、

書
道
、
彫
塑
、
工
芸昨年12月に行われた

小野市美術展の様子

彼岸のお墓参りは、
火の取り扱いに注意しましょう
　昔から「暑さ寒さも彼岸まで」と言います
が、これから少しずつ暖かくなって春の訪れ
る時季になってきます。
　毎年3月の春分の日をはさんだ前後3日間
はお彼岸。お墓参りには、線香、ろうそく、
マッチ、ライターなどを使用しますが、それ
らを使用した場合は、消火を確認してくださ
い。
　この時季は、非常に空気が乾燥し、風の強
い日が多いため、火の粉が飛び、枯れ草など
の燃えやすい物に燃え移ることがありますの
で、注意が必要です。
　また、お墓参りで出たゴミなどは家に持ち
帰り、家庭用ゴミと同様に分別して指定され
た日にゴミステーションに出すか、クリーン
センターなどで適正に処理しましょう。

火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、火事をな
くすための7つのポイントを確認しましょう。

寝たばこは、絶対にやめる。 ストーブは、燃えやすいものか
ら離れた位置で使用する。

ガスこんろなどのそばを
離れるときは必ず火を消す。

寝具、衣類、カーテンは防炎品
を使用する。

逃げ遅れを防
ぐために住宅
用火災警報器
を設置する。

住宅用消火器な
どを設置する。

お年寄りや身体の不自由
な人を守るために、隣近
所の協力体制をつくる。

●問い合わせ先　消防本部（☎63-0119）

3月1日㈫～7日㈪

2

4

1

3

5 6 7
火災種別累計件数 火災件数

 
建物火災 
林野火災 
車両火災
その他火災※ 
累計  

平成
２２年

平成
２３年

1

3

1

3

※雑草・廃材などの火災

火
災
統
計
（
１
月
末
現
在
）

件　数火災種別 1月 累計

ー 往復ハガキの記載方法 －
【往信用】 【返信用】

「
ア
ル
ゴ
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル（
４
月
か
ら
）」生
徒
募
集

アルゴスイミングスクール時間表

10:00
～11:00

コース

対象

定員
コース

対象

定員
コース

対象

定員
コース

対象

定員
コース

対象

定員
コース

対象

定員
コース

対象

定員
コース

対象

定員
コース

対象

定員
コース

対象

定員

G2

2歳～4歳

8
I2

女性
18歳～

10

ー

ー

B02

3歳～年長

30

ー

B2

3歳～年長

15
E2

小・中学生

10
L2

一般男女
15歳～

10
U2アクアビクス

一般男女
15歳～

20

N3水中散歩

一般男女
50歳～

5
A3

親子
6か月～3歳

20

ー

ー

B3

3歳～年長

40
C3

年長～
小学3年

10

ー

E3

小・中学生

30

ー

ー

N4水中散歩

一般男女
50歳～

5
U4アクアビクス

一般男女
18歳～

10

ー

ー

B4

3歳～年長

40
C4

年長～
小学3年

20

ー

ー

L4

一般男女
15歳～

5

ー

N5水中散歩

一般男女
50歳～

5
A5

親子
6か月～3歳

20

ー

J5

女性
18歳～

10
B5

3歳～年長

40

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

B6

3歳～年長

20
B06

4歳～年長

30

ー

ー

E6

小・中学生

10

ー

L6

一般男女
15歳～

15

ー

11:00
～12:00

13:00
～14:00

14:00
～15:00

15:00
～16:00

16:00
～17:00

17:00
～18:00

18:00
～19:00

19:00
～20:00

20:00
～21:00

火 水 木 金 土

※年長とは、平成17年4月2日から平成18年4月1日の間に生まれられた方

○
○
市
△
△
町
□
□
番
地

○
○

　○
○

　様

①
希
望
コ
ー
ス
名

②
住
所

③
氏
名
・
フ
リ
ガ
ナ（
幼
児
・
小
学
生
は
保
護
者
名
も
）

④
勤
務
先
・
学
校
名

⑤
年
齢（
生
年
月
日
）

⑥
電
話
番
号

何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い

6 7 5 1 3 7 8

小
野
市
王
子
町
９
１
７
番
地
の
１

小
野
市
総
合
体
育
館

ア
ル
ゴ
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　４
月
生
徒
募
集
係

0
1
0
2
3

FAX



施 

　設
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昨
年
６
月
か
ら
、
節
目
年
齢

（
40
・
50
・
60
歳
）
の
方
へ
「
歯

周
疾
患
検
診
無
料
券
」
を
交
付
し

て
、
積
極
的
に
歯
周
病
対
策
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
受

診
率
は
15
・
９
％
と
近
隣
市
に
比

べ
高
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

歯
周
病
の
治
療
が
必
要
と
判
定
さ

れ
た
方
が
75
％
（
グ
ラ
フ
３
）と
な

り
、
早
期
発
見
と
治
療
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

歯
周
病
は
、
細
菌
が
引
き
起
こ

す
感
染
症
で
、
心
臓
病
や
糖
尿
病

な
ど
の
病
気
に
な
る
リ
ス
ク
を
高

め
る
た
め
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
重
要
で
す
。

検
診
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
今

回
の
み
な
ら
ず
、
定
期
的
に
歯
科

受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
ま
た
、
今
回
受
け
て
い
な
い

方
も
、
定
期
的
な
口
腔
内
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
て
、
歯
周
病
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

　小
野
ひ
ま
わ
り
市
民
農
園
で
は
、

平
成
23
年
度
の
利
用
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
「
ひ
ま
わ
り
の
丘
公

園
」
を
見
下
ろ
す
豊
か
な
自
然
の

中
で
、
気
軽
に
野
菜
づ
く
り
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
場
所

　小
野
市
浄
谷
町

▼
施
設
内
容

　計
61
区
画

※
上
水
道
・
駐
車
場
・
ト
イ
レ
あ
り

▼
利
用
料
金

　

１
区
画

　１
５
，
０
０
０
円

（
年
間
）

※
必
要
に
応
じ
て
栽
培
指
導
あ
り

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

産
業
課
農
業
振
興
係
（
☎

　１

９
２
８
）

　
　
　
　
　
　 ◯63
◯63

暮
ら
し
の
情
報
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生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
登
録

（
生
涯
１
回
）
と
狂
犬
病
予
防
接

種
（
毎
年
１
回
）
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

接
種
方
法
は
、
接
種
会
場
（
表

１
）
で
の
集
団
接
種
、
ま
た
は
動

本
年
度
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
費
用
助
成
対
象
の
方

（
64
歳
以
下
で
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
お
よ
び
生
活
保
護
受
給
世

帯
の
方
）
が
、
「
無
料
接
種
券
」

を
使
用
せ
ず
予
防
接
種
を
有
料
で

受
け
ら
れ
た
場
合
、
申
請
す
れ

ば
、
償
還
払
い
（
上
限
３
，
６
０

０
円
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▼
受
付
期
限

　３
月
31
日
㈭
ま
で

▼
持
参
す
る
も
の

　領
収
書
、
接

種
済
証
、
認
印
、
振
込
口
座
番

号
な
ど
の
情
報
（
接
種
者
分
）

物
病
院
で
の
個
別
接
種
の
い
ず
れ

か
で
す
。

▼
予
防
接
種
時
に
持
参
す
る
も
の

○
「
平
成
23
年
度
狂
犬
病
予
防
注

射
通
知
票
」（
登
録
さ
れ
て
い
る

犬
の
飼
い
主
の
方
に
対
し
て
、

３
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
）

※
未
登
録
犬
、
転
入
犬
な
ど
の
場

合
は
、
直
接
会
場
ま
た
は
動
物

病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○ 

料
金
（
表
２
）

犬
の
登
録
事
項
に
変
更
が
あ
る

場
合
（
飼
い
主
の
住
所
変
更
、
犬

の
死
亡
な
ど
）
は
、
必
ず
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

飼
育
し
て
い
た
犬
が
死
亡
し
、

新
た
な
犬
を
飼
い
始
め
る
場
合
は
、

死
亡
し
た
犬
の
「
登
録
取
消
」
と

飼
い
始
め
た
犬
の
「
登
録
届
出
」

の
両
方
が
必
要
で
す
。

▼
申
請
先

　健
康
課
（
小
野
市
伝

統
産
業
会
館
２
階
・
☎

　３
９

７
７
）

狂
犬
病
予
防
接
種
に
つ
い
て

歯
周
疾
患
検
診
の
結
果
ま
と
め

犬
の
登
録
に
つ
い
て

小
学
校
就
学
前
・
中
学
１
年

生
・
高
校
３
年
生
の
方
が
、
無
料

で
接
種
で
き
る
の
は
、
本
年
３
月

末
ま
で
で
す
。
ま
だ
の
方
は
早
め

に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
対
象
の
方
に
は
昨
年
４

月
に
「
接
種
券
」
、
「
予
診
票
」

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

今
年
度
の
受
診
率
は
増
加
し
ま

し
た
（
グ
ラ
フ
１
）。

ま
た
、
健
診
結
果
に
つ
い
て
は
、

何
ら
か
の
検
査
で
生
活
習
慣
を
改

善
す
る
必
要
が
あ
る
方
が
約
95
％

を
占
め
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
２
）。

生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が
な

い
状
態
で
ゆ
っ
く
り
進
行
し
ま

す
。
病
気
の
芽
を
早
く
摘
む
こ
と

が
大
切
で
す
。

毎
年
特
定
健
診
を
受
け
て
、
身

体
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
の

償
還
払
い
申
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【グラフ3】
歯周疾患検診結果

小
野
市
国
保
特
定
健
康
診
査
の

結
果
ま
と
め
（
平
成
２２
年
度
分
）

　
　

農

　業

「
小
野
ひ
ま
わ
り
市
民
農
園
」

　
　
　
　
　
　利
用
者
募
集

【グラフ１】受診率【グラフ2】
国保特定健診結果

※40～74歳の国保加入者異常なし
5.2％

要指導
22.5％

異常なし
22％

要継続医療
38.1％

要医療
34.2％

要受診
75％

25

24

23

22

21

20

19

18

（％）

24.0

20.5 20.9

20年度 21年度 22年度

治療中
3％

【表1】平成23年度 狂犬病予防注射実施日程表

【表2】料金表

【問い合わせ先】

曽根町公民館
池田町公民館
南山管理センター前
中谷町公民館
脇本町公民館
大開町公民館
万勝寺町金剛院前
小田上町公民館
小田下町公民館
ひまわりタウン南公園
福住町公民館
船木町公民館
古川町公民館
久保木町公民館
住吉町公民館
中番町公民館
菅田町公民館
高山町公民館
北丘町公民館
浄谷町公民館
黒川町公民館
中町公民館
天神町公民館
天神東ヶ丘公民館
栄町構造改善センター
長尾町公民館
日吉町公民館
二葉町公民館
山田町農機具格納庫前
山田町大上バス停前
榊町公民館
池尻町公会堂
大島町東公民館
大島町中公民館
大島町西公民館
小野ニュータウン公民館

9:00～  9:10
9:20～  9:40
9:50～10:00
10:10～10:20
10:30～10:40
10:50～11:00
11:10～11:30
12:50～13:00
13:10～13:30
13:40～13:50
14:00～14:20
14:30～14:40
9:00～  9:10
9:20～  9:30
9:40～  9:50
10:10～10:20
10:30～10:40
10:50～11:00
11:10～11:20
11:30～11:50
13:00～13:20
13:30～13:40
13:50～14:10
14:20～14:30
9:00～  9:10
9:20～  9:30
9:45～  9:55
10:10～10:20
10:30～10:40
10:50～11:00
11:10～11:20
11:40～11:50
12:50～13:00
13:10～13:20
13:30～13:40
14:00～14:40

4
月
7
日
㈭

4
月
8
日
㈮

4
月
11
日
㈪

場　　所 時　間
鹿野町公民館
喜多町公民館
高田町公民館
住永町公民館
敷地町公民館
王子町公民館
葉多町公民館
久茂町公民館
下大部町公民館
片山町公民館
神明町公民館
丸山町公民館
本町愛宕神社
上本町公民館
垂井町公民館
中島町公民館
広渡町公民館
復井町公民館
青野ヶ原会館
河合中町公民館
河合西町公民館
新部会館
三和町公民館
新部町大寺公民館
昭和町公民館
青野ヶ原グリーンハイツ公園前
粟生会館
あお陶遊館アルテ前広場
西脇町公民館
阿形町公民館
福甸町公民館
来住町原公会堂
下来住町４組公民館
下来住町山寄公民館
黍田町ちびっこ広場
市場町JA兵庫みらい小野南支店前
樫山町室山公民館
樫山町公民館
育ヶ丘町自治会館駐車場

9:00～  9:10
9:20～  9:30
9:40～  9:50
10:00～10:10
10:20～10:30
10:40～10:50
11:00～11:10
11:20～11:30
11:40～11:50
13:00～13:10
13:20～13:30
13:40～13:50
14:00～14:10
14:20～14:30
14:40～14:50
9:00～  9:10
9:20～  9:40
10:00～10:10
10:20～10:40
10:50～11:10
11:20～11:30
11:40～11:50
12:50～13:00
13:10～13:20
13:30～13:40
13:50～14:00
14:10～14:30
9:00～  9:10
9:20～  9:40
9:50～10:10
10:30～10:40
10:50～11:00
11:10～11:20
11:30～11:40
11:50～12:00
13:00～13:20
13:30～13:40
13:50～14:00
14:10～14:30

4
月
12
日
㈫

4
月
13
日
㈬

4
月
14
日
㈭

場　　所 時　間

手数料
登　　録
注射済票
注　　射
合　　計

550円
2,650円

新規登録
3,000円

6,200円

登録済
ー

3,200円

好古館好古館
☎◯3390　FAX ◯346263 63 ☎◯0456　FAX ◯060662 62西本町477番地

●小野陣屋まつり協賛展「商店街のひ・み・つ」

●「さくら茶会」開催

図 書 館
中島町64番地

●「工作教室」申し込み受付中
　小野商店街を舞台に「小野陣屋まつり」が開催さ
れるのにあわせ、好古館では、商店街ができた秘
密や、商店街の移り変わりなどを紹介します。小
野陣屋まつり当日（3月5、6日）は入館無料。

▼日時　3月5日（土）～4月3日（日）

▼主な展示資料　関が原合戦図絵巻／御朱印箱／
藩主所用の刀・脇差など小野藩関係の所蔵物

▼開館時間　9：30～17：00

▼休館日　月曜日

▼入館料　大人 200円、小・中学生 100円（ココロ
ンカードをお持ちの場合は無料）

　桜の花を観賞しながら、おいしいお菓子と一服
のお抹茶をいただき、うららかな春の一日をゆっ
たりとした気持ちで過ごしませんか。
　おもてなしは、小野市茶道協会の皆さんです。

▼日時　4月3日（日）10：00～14：00（雨天決行）

▼場所　好古館柳風園（好古館入口横の庭園）

▼料金　茶券1枚300円（当日販売のみ）
※茶券が売り切れ次第終了

▼対象　先着150人
※駐車場は、小野小学校の
　駐車場をご利用ください。

▼問い合わせ先　好古館

▼日時　3月13日（日）・２７日（日）10：00～11：00

▼場所　図書館2階　児童閲覧室

▼対象　市内在住の4歳～小学3年生（先着15人）

▼内容　折り紙や簡単な工作

▼申し込み方法　図書館窓口カウンターで申し込
みください（電話でも受け付け可）。　
※工作に必要な道具は図書館が用意します。

☎・FAX ◯212663
おの夢館

上本町94番地

　おの夢館では、安達
みゆきさん（大開町）
ら手作りグル̶プによ
る作品展を開催しま
す。可愛い干支作品、
おひな様、袋物などを
展示・販売します。

▼場所　おの夢館　ギャラリー

▼期間　3月1日（火）～3月31日（木）

▼開館時間　10：00～17：00（水曜日休館）　

3月のお話会
5日（土）
12日（土）
19日（土）
26日（土）

10：30～
14：00～・14：40～
10：30～
14：00～・14：40～　

3月の休館日

22日（火）

至西脇

ひまわりの丘
公園

児童館

ひまわり
菜の花
コスモス畑

新池公園

至三木

国
道
１
７
５
号

共
進
牧
場

市
民
農
園

N

健康課（☎◯3977・　◯1425）　63 63FAX

好
古
館
・
図
書
館
・
お
の
夢
館
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相談名 相談日時 相談場所 相談内容 担当課（電話番号）

市民・行政 月～金曜日
9：00～17：00

法　律
3月9日（水）・23日（水）
13：30～16：00

予約は1日の9時から受付します

市民サービス課相談室

要予約

要予約

要予約

生活上の問題・行政に関する相談

弁護士による法律的な解釈が
必要な問題など

人　権

あんしん窓口

消費生活

高齢者総合相談

農　地

住宅改造
（高齢者・障がい者向）

ふれあい福祉

障がい者総合相談

精神障がい者

知的障がい者

身体障がい者

児　童

子育て

にこにこ
子育て相談

乳幼児育児相談

子育て
安心ダイヤル
思春期

ホットダイヤル
乳幼児発達相談

不登校相談

乳幼児育児不安

女性のための相談

母子自立

いじめ等相談窓口
（ＯＮＯひまわりほっとライン）

法律相談

外国人生活相談

面接相談は要予約

一
般
相
談

障
が
い
者
相
談

子
ど
も
相
談

女
性
相
談

要予約

要予約

女性のための
医療相談　　　

要予約

要予約

要予約

要予約

3月16日（水）
13：30～15：30 コミセンおの302号室

月～金曜日
9：00～12：00・13：00～16：00

生活環境グループ
月・水・金曜日
9：00～17：00
(21日は休みます）

3月9日（水）
10：00～14：00

月～金曜日
9：00～17：00

月～金曜日
9：00～17：00

火・木曜日
9：00～12：00
月～金曜日

9：00～17：00
3月20日（日）

10：00～12：00
3月17日（木）

10：00～12：00
3月18日（金）

13：00～15：00

木曜日
9：00～12：00
（31日は休みます）

月～金曜日
9：00～16：00

月～土曜日
10：00～17：00
3月2日（水）

9：45～11：00
3月9日（水）

9：30～10：30
月～金曜日

9：00～16：30
月～金曜日

9：00～16：30
3月16日（水）

13：00～16：00
月～金曜日

13：00～17：00

月～土曜日
9：00～16：00

木曜日

月・水・金曜日
9：00～16：00
(21日は休みます）

木曜日
13：30～16：00

月～金曜日
9：00～17：00
毎月第1土曜日

13：00～16：00

人権に関すること

小野市民病院
地域医療室内医療福祉相談室

医療福祉に関する悩みなど

商品や契約の苦情に関する問題

介護・認知症に関する相談等

うるおい交流館エクラ
事務室 生活上の問題

福祉事務所相談室 生活上の悩みなどの母子の
自立に向けた相談

小野市民病院
医療福祉相談室

看護師による「医療に関する悩み」
など

市民安全部
ヒューマンライフグループ

いじめ、虐待、DV、セクハラなど
いじめ相談

小野警視派出所2階 法律問題全般に関すること

子どもの健康・栄養・発達に
関すること

体のこと・性のこと

発達に関する相談

適応教室 不登校に関して、電話と面接相談
で応じます

来住保育所
（小野市地域子育て支援センター）

乳幼児の子育ての悩みなど

うるおい交流館エクラ
相談室

女性が抱えるさまざまな問題
※託児可能（要予約・無料）

伝統産業会館内
保健センター

社会福祉協議会会議室 生計、職業、住宅、家族の悩みなど

西庁舎１階 障がい者（児）の日常生活に
おける相談　　　　　　　

社会福祉協議会会議室

コミセンおの204号室

コミセンおの304号室

福祉事務所相談室 家庭環境、子育ての悩みなど
（養護、虐待など）

子育てに関すること

特に発育・栄養に関すること

育児・発達・離乳食相談

児童館チャイコム

日常生活上での悩みごと

西庁舎会議室 農地に関すること

福祉事務所相談室
高齢介護課相談室

高齢介護課相談室

バリアフリー化など住宅改造に
関すること　　　　　　　　　

市民サービス課
◯101363

人権啓発推進グループ
◯124363

小野市民病院
◯2020 内線18863

生活環境グループ
◯168663

農業委員会
◯226663

地域包括支援センター
◯217463

高齢介護課・社会福祉課
◯101163

社会福祉協議会
◯257463

63
障害者地域生活・相談支援センター　　　　　　
◯1000 内線725・735

社会福祉課
障害福祉係
◯1011

子育て支援課
（家庭児童相談室）
◯164563

児童館チャイコム
◯702062

保健センター
◯397763

63
適応教室
◯4175
来住保育所

（小野市地域子育て支援センター）

◯842862

男女共同参画センター
相談専用電話
◯825063

小野市民病院
◯2020 内線18863

国際交流協会事務局
◯676362

いじめ担当グループ
◯411062

小野交通安全協会事務局
◯141062

※乳幼児発達相談の相談場所は
　予約時にお知らせします。

63

子育て支援課
◯164563

（電話相談） 　9：30～11：30
（面接相談）13：00～16：00

託児ルーム「ちびっこバク」
無料

旭堂南左衛門

お気軽にご相談ください。相談窓口相談窓口相談窓口 相談日が祝・祭日と重なるときは、休ませていただく場合があります。



まちの特派員による
取材記事などを紹介

伝統行事「戎さん」

　河合西町で、伝統行事の一つ
「戎さん」が行われました。
　今年１年、神社の宮守をする
６人衆と呼ばれる方によって、
鯛や俵、鶴亀などの縁起物を飾
り付けした熊手が用意されまし
た。
　夜になると、神社に詣で、商
売繁盛や家内安全を祈って、お
神酒・白蒸しとお札をいただ
き、熊手を買って帰りました。
　今年１年皆様にとってよい年
でありますように…

伝統行事「戎さん」
河合西
1/9

（河合小学校区　
掘井ひさ代さん 小林裕子さん）

取材記事などを紹介

　河合西町の八王子神社の境内
で「とんど」が行われました。
６人衆が準備した青竹や住民が
持ってきたしめ縄、書き初めな
どに火をつけると、青竹が大き
な音をたて、勢いよく燃え上が
りました。その後、家から持っ
てきたお餅を焼いて食べました。

1/14
とんど

黍田
1/3

「花ふり・牛撞き」

　１月３日に黍田町大歳神社で
元文２年 (1737 年 ) より続いて
いるお當行事が開催されました。
３年前から年中行事保存会子ど
も教室を立ち上げ、三世代交流
事業として活動中です。
　今年は、関西大学大学院で民
俗学を研究されている吉野なつ
こさんがお當行事の調査と取材
に来られ、花ふり・牛撞き・當
渡しの儀式に子どもと一緒に参
加されました。簡素化に向かう
お當行事。黍田町の取り組みを
称賛されていました。
（黍田町子ども会　田中隆仁さん）

河合西

1/14
住吉

ごう つ

とんど

　下東条西保育所で、とんど焼
きがありました。 
　園児や地域の方が、持参した
正月飾りなどに火をつけると、 
あっという間に燃え上がる炎
に、園児は圧倒されつつも、見
入っていました。 
　核家族が増える中、このよう
な伝統行事を、保育所で体験す
ることができて、素晴らしいこ
とだと思いました。
（中番小学校区  長谷川博美さん）

1/23
浄谷 浄土寺前で防火訓練

　文化財防火デー（１月26日）
を前に、市消防署や消防団など
が浄土寺前で防火訓練を行いま
した。
　「雑草焼却中の火が風にあお
られ浄土寺に炎が迫っている」
との想定で訓練開始。地域住民
ら150人や消防車両20台以上が
参加した大規模な訓練となりま
した。
　　　　　　　　　（消防本部）

保育所（民間）の、
平成22年度整備工事完成！

　市から約１億1,200万円（5施
設分）の保育所整備費補助金を交
付して、児童福祉の向上を図り
ました。
○小野（保育室増改築）＝写真
○下東条中央（耐震補強・屋根修繕）
○みやま（耐震補強・空調設備設置）
○下東条西（耐震補強・遊戯室修繕）
　※3月下旬完成予定
○小野ひまわり
　（調理室修繕・空調設備設置）　　
　　　　　      （子育て支援課）

～自分の再発見と新たな出会いを求めて～

　本年度65歳になられる方を、
第２の成人式として祝う「エイ
ジ・ルネサンス・パーティ2011」
が１月19日、うるおい交流館エ
クラで開かれました。
　参加されたのは、市内の対象
499人のうち120人。式典は、
和楽器演奏で始まり、会食や記
念撮影、播州キッド演奏による
昭和ポップスの後、桂三枝さん
によるトークショーなどを楽し
みました。 炭坑節を踊る参加者

播州キッドによる演奏 桂三枝さんによる「サン・ステージ」

エイジ・ルネサンス・パーティ2011
北播小学生駅伝カーニバル
小野小が４部門制覇！

　１月15日、加西市善防中学校
周辺コースで第25回北播小学生
駅伝カーニバルがあり、市内の
小学生が活躍しました。
◆１部（５年生以下男子）
　優勝  小野小Ａ 
　２位  小野東小Ａ ／３位  中番小Ａ
　６位  小野小Ｂ　
◆２部（５年生以下女子）
　優勝  小野小Ａ
　５位  市場小
◆３部（６年生以下男子）
　優勝  小野小Ａ
　２位  小野東小Ａ／６位  小野小Ｂ
◆４部（６年生以下女子）
　優勝  小野小Ａ
　４位  小野小Ｂ／５位  小野東小Ａ

冷え込みが厳しい中2,000人が集う
2011 ONO RUN ラン WALK　１月16日、第11回 ONO RUN ラ

ン WALKが、ひまわりの丘公園周辺
コースで行われました。

成績一覧
（１位のみ 敬称略）

ウォーキング

マラソン

エキデン

その1

その2

大野 浩志・琉之介（中番スポ少）

楠　大輝（小野南中学校）

鶴石 侑子（高砂市）

山下　泰（三木市）

山端 良尚（トクセン工業）

長谷川 和正（トクセン工業）

阪田 安紀（神戸星城高校）

松末 由紀（翔☆sora）

川崎 洋子（明石市）

井上　蓮（中番サッカー部）

田中 希実（市場小学校）

小野スポーツ少年団Ａ

北浜ＪＲＣ（Ａ）

旭丘中学校

おかんＲＣ

北浜ＪＲＣ（Ａ）

緑ヶ丘中学校

トクセン工業

親子 

中学生男子 

中学生女子 
一般男子（高校生～29歳） 

一般男子（30～49歳） 

一般男子（50歳以上） 

一般女子（高校生～29歳） 

一般女子（30～49歳） 

一般女子（50歳以上） 

小学生男子（４～６年生） 

小学生女子（４～６年生） 

スポーツ少年団 
小学生女子 

中学生女子 

一般女子の部 

小学生男子 

中学生男子 

一般男子 

文字色 緑：マラソン
　　　 青：エキデン

「まちの特派員」募集
　地域のイベント、お祭り、
四季の移り変わりなど身近な話
題を提供していただく「まちの
特派員」を募集します。提供い
ただいた話題はこのページで紹
介していきます。
●応募資格　市内在住の20歳
以上の方
●募集人数　16人（各小学校
区ごとに2人）
●任期　2年（平成23・24年度）
●応募方法　ハガキかファク
スで住所・氏名・年齢・職業・
電話番号を記入のうえ、応
募ください。
●応募締め切り日
　3月25日（金）
●応募・問い合わせ先
　〒675-1380
　小野市王子町806番地の１
　市民サービス課

　（☎○1013・FAX○1047)

はな

とう

とう

63 63

部　　門 氏名／チーム名

広報「おの」　2011.3 25 広報「おの」　2011.3 24

わた



山田町
1歳4か月

藤原梗太郎ちゃん
食欲旺盛わんぱく梗ちゃん元気が一番！！

王子町
1歳4か月小幡敦大ちゃん

あっくんの笑顔に
家族みんな癒されてます♪

中内悠陽ちゃん
「悠陽くん大好き！一緒に

遊ぼうね！！」

井上恋花ちゃん
イタズラ大好き恋ちゃん！
元気いっぱい大きくなってね♡

川本暉貴ちゃん
お兄ちゃん達と仲良くして
元気にたくましく成長して
下さい。

住本来輝ちゃん
食べるの大好きな来輝♡
いっぱい遊ぼうね♡

喜多町
1歳3か月

小林陽乃莉ちゃん
お兄チャン大好きな陽乃莉♡
兄妹仲良くネ♡

（父　忍さん） （母　京子さん）

（母　美保さん） （母　まり奈さん） （母　小百合さん）

（兄　朝陽くん）

ふじわら　こうたろう
おばた　あつひろ

かわもと  て る き すみもと  ら い き こばやし  ひ の り

なかうち  ゆ う ひ
いのうえ   れ ん か

池田町
1歳4か月

中　町
1歳3か月

長尾町
1歳3か月 中　町

1歳3か月

（母　奈津美さん）

今月の「小野市文化連盟活動だより」は、紙面の都合で掲載していません。

一柳満喜子さんとW.M.ヴォーリズさん　
　　　　　　　　　　　　（財団法人近江兄弟社 提供）

身近な観光情報を発信

先取り！

西日本最大級６５０本、約４㎞の桜の回
廊は、見ごたえ満点。
桜の成長も一緒に楽しめます。
４月３日には、桜づつみウォークを開催。

～やっぱりここ！～
おの桜づつみ回廊

匠台公園体育館 （おのアクト）

桜の木

220本！

市役所・商工会議所周辺 ～時間の変化が楽しめます～

夜は、幻想的な空
間を演出してい
ます。

ライトアップ市内で１番の早咲き桜

春の訪れを教えてくれます。

夕日を背景に眺められます。  一見の価値あり！

池に映る桜をのんびりと
眺めることができます。

花見スポット

桜の樹の下には、通路などのんびりできる空間が設
けてあり、ウォーキングや花見などを楽しめます。

春の花見シーズンに向けて、おすすめの花見スポットをご紹介。
この他にもたくさんスポットがあるので、ぜひチェックを！

平成21年中に生まれられたお子さんを紹介しています。
（毎年 1月号に募集記事を掲載、2月に募集を締め切っています）
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顕彰の動き高まる
旧藩主の姫、一柳満喜子さん

　３月１８日は一柳満喜子さん（１８８４－１９６９年）
の誕生日だ。一般にはそれほど知られた人では
なかったが、近年夫のＷ．Ｍ．ヴォーリズの建築
の再評価が進むに伴い、満喜子さんにも光が当
たってきた。昨秋、ヴォーリズ夫妻の伝記（英語
版）の翻訳書「メレル・ヴォーリズと一柳満喜子」
（水曜社）が出版され、先日小野市でも作家・玉
岡かおるさん（小野高校卒）による講演会も予定
されていた。誕生月にちなみ、いささか満喜子
さんのことを紹介したい。
　「一柳」という姓で推察で
きる通り、旧小野藩主・一柳
家の血筋。昨年１２月号の広報
の本欄で紹介した最後の藩
主・末徳公のお姫様だった。
また、ヴォーリズは明治３８年
米国から来日し、滋賀県近江
八幡市を拠点に建築のほか、
製薬、教育、医療、福祉など
多方面に活躍した。５０代以上
の人なら塗り薬「メンソレー
タム」（現メンターム）はよくご存知だろう。
　私事で恐縮だが、なぜ筆者がヴォーリズ夫妻
に関心を抱くのか、若干述べたい。私は同志社
大学出身だが、その学舎の２、３はヴォーリズ
の設計で、カレッジソングの作詞も彼だ。卒論
で「豊臣政権論」を書いたが、秀吉の甥・秀次の
家老に一柳家のご先祖（直末公）がいた。
　朝日新聞社に記者として入社、１９９２年、転勤
した先が近江八幡。もちろん夫妻が亡くなられ
２０数年もたっていたが、町のあちこちに夫妻の
足跡が残っていた。いや、夫妻の事業はなお息
づいていた。街中から望める八幡山には秀次が
築城し、直末公も詰めたであろう八幡山城跡が
ある。
　八幡在勤４年の間に満喜子さんが創設した近
江兄弟社学園の高校野球部が「夏の甲子園」に
初出場し、筆者は、足しげく取材に出向いた。
　そして２００４年、西脇支局に転勤してきたら、
持ち場の小野市が満喜子さんのご先祖の藩だっ

た。赴任のあいさつにうかがった蓬萊市長に
ヴォーリズ夫妻の話をしたら、「佐野さん、な
んでそんなに詳しいの？」と言われたが、この
ような経緯があるからだ。
　このコラムを書くため、先日久しぶりに近江
八幡を訪れた。八幡在勤中、公私にお世話になっ
た保育園長・長谷川郁子さん（７５）が満喜子さ
んに中学・高校の６年間習ったと聞いたからだ。
「満喜子先生は学園長で、音楽と英語のほか、
キリスト教、行儀作法、掃除の仕方、アメリカ
流の最新の性教育まで教わった。指導はすごく
厳しかったが、生徒を愛情で包み込むやさしさ
もあった」と懐かしむ。「満喜子先生の音楽は
賛美歌、宗教音楽で、私はカラオケで歌謡曲を
歌ってもいまだに賛美歌風になるんですよ」と
苦笑する。長谷川先生は現在、保育園のほかデ

イサービスセンターなど
も経営する。私利私欲を
求めず、教育や福祉に力
を注いだヴォーリズ夫妻
の精神が受け継がれたよ
うだ。
　満喜子さんは東京生ま
れで、小野へは１、２度
しか来ていないそうだが、
藩政時代、教育や医療、
福祉にも意を注いだ一柳
家のDNAは、満喜子さん

にしっかり刻み込まれていたのだろう。
　夫妻の住居は現在「ヴォーリズ記念館」になっ
ており、そこも訪れた。応接室には満喜子さん
が弾いたピアノもあった。財団法人・近江兄弟
社理事の藤田宗太郎さんから展示パネルの写真
撮影と本コラムへの掲載も許可いただいた。藤
田さんは「今秋、小野を訪ねたい」と話された。
うれしいことだ。　
　５月１４日にはうるおい交流館エクラで講談と
室内楽で綴る音楽絵巻「一柳満喜子伝」があり、
満喜子さんを描いた玉岡さんの小説も近く出版
されるので、ここでは筆者とのかかわりでの話
しにとどめた。
　満喜子さんは３年後の２０１４年には生誕１３０周
年を迎える。「小野の歴史を知る会」が満喜子
さん顕彰のため現地訪問をするなど先鞭をつけ
ているが、小野市としても近江八幡市などとも
連携を深め、ふさわしい記念事業が展開される
よう期待したいものだ。






